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 現代の子供達にとって無縁のものとなったかにみえる年輩の家族成員、家庭教育の意

味を考えなおすうえで大いに示唆的である児童文学作品肋2Gro〃加gSα肌㎜erにおい

て、詩が子供達の教育にどのように貢献しているかを概観する。
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                 Abstmct

 In肋εGroω加g S〃吻mεr by Noe1Streat丘e1d poetry is effective1y used to i11ustrate

the persona1ity and characteristics ofGreat－Aunt Dymphna．This paper introduces

some ofthe poems she recites in the story and discusses the ro1e ofpoetry in肋e

Gr0ω加98〃mmぴ．
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 子供たちが世代を異にする年長の親族と生活を共にすることで得るものの大きいこと

は、実生活のなかで、また文学作品のなかでこれまでにも語られ、実感されてきたところ

である。この目新らしくもないテーマを殊更に取り上げようとするのは、現在の核家族化、

少子化のすすんだ社会で、親子以外の成員がいる家庭生活とはどのようなものでありうる

のか、また親子二世代しかいない家庭にあっての親の役割を考えるうえでなんらかの示唆

を与えてくれると思われる児童文学作品があるからである。そのような作品のひとつに

Noe1Streatie1d著、肋εGroω加8S〃mmびがある。この作品は大伯母と子供たちが価

値観の相克を互いに乗り越えて、子供たちは自分のことは自分でするという自立を学んで

身ににつけ、大伯母はそれまでの長い一人暮し年月のあいだ自分に禁じていたかのような

感のある優しさを子供たちにたいして表現することを自分自身に許す、という子供たち、

大伯母双方の成長が描かれた物語である。ここでの大伯母の性格設定、描写の要となって

いるのが彼女の詩、ことに子供のための詩、への傾倒である。そこで、一風変わった人物

としての大伯母と詩との関連性を分析する上で、まず、イギリスにおける子供たちのため

の詩の位置付けを考える。ついで物語中の子供たちと大伯母との接点でありまた紛争点で

もある詩が、物語のなかでどのような役割を果たしているのか、またそれが大伯母の人物

設定とどのように関わっているのかを考えてみたい。

I．子供たちのための詩のイギリス社会、家庭における位置付け

 Ma仇hewAmoldが亙88αツ8加Cr棚。治㎜のなかで、‘‘By nothing in Eng1snd is so

g1orious asbyherpoetry’’、と書いているようにイギリス文学における詩の位置付けは高

い。斉藤勇が「イギリス文学史」に、「P1ainmanは…  どちらかといえば散文的・

  ともすれば詩的想像にかけている実務家にすぎないかのように誤解されがちである。

   イギリス人は秩序を守り法則を尊ぶとともに、その秩序と法則とを徐々に、絶えず

改めながら、独立自由の精神を発揮してやまないので、常識に富み実行力に長じているの

みならず、彼らの問から、驚嘆すべき独創力と想像力とを特徴とする偉人が輩出した」（pp．

1－2）Iとしてイギリス人の詩的創造力を評価している。殊にイギリス人の文学的表現

としての“humour”、これを斉藤勇は「胸中おだやかならぬものを感じながらも心のゆと

りとうるおいとを堪えている表現」（p．3）と説明しているのであるが、この“humour”を

大切にする姿勢を強調している（p，2－3）。これはいわゆる国民性であり、その言語に

おける表現の特色、言い替えれば言葉の喚起性の特徴を、平野敬一は「生活基盤そのもの、

広義の『文化』から生まれてくる」（p．5）2特徴で、さらには「個人の生活体験をはるか

に超えた民族の集団的無意識」（p．6）であるとすらいう。この‘‘bumour”の伝統、「心の

ゆとりとうるおい」は文学の範醸においてのみならず、当然日常生活の申においても評価

されていたにちがいない。 （原田、原pp．181－182）3

 その伝統、評価の表現の一つに「子供の心をしっかりと捕えた歌」（藤野紀男p．10）4し
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がも「大人の心のなかにちゃんと生きている」（藤野p．10）マザーグースがあるといえよ

う。マザーグースはこれがイギリスで出版されたといわれる18世紀中頃（平野p．28）は、

冊20功rdBoo冶。戸C舳かε桃Wr8ε5の前書きによると、それまでとは異なり、やっと子

供が現在の子供の位置に到達した、即ち食事や文学でおとなとは違った特別の待遇を受け

る者であると認識されるようになった時代である（p．viii）らしい。この時代はその名称が

そのまま道徳的偽善性を意味するVictoria朝であり、その本音と建て前を使い分ける、「世

間の杓子定規的きれいごと趣味」（平野p，186）、表向きには道徳を重んじる社会風潮のな

かで、 「子供達をおもしろがらせ、ねむらせるように」（平野p．29）という、子供達のた

めの詩とドう本来の目的がある。本来の目的という点からは、音声面での心地よさ、文学

的伝統としての詩の形式、韻律のもたらす言語感覚の快さが味わえる。しかしながら、時

代同様、表向きの存在理由に加えてその背後には内容面でのナンセンス・ある種のでたら

めの楽しさを無条件に味わうとという楽しみがある。これを平野敬一は「抗毒素」（p．184）

と表現している。この内容に関しては、本音の発露の場、冗談のなかの真情・真実の表現、

さらには「＜rhymewithoutreason＞」（高橋康也1981p．179）6、詩としての形式上の理

由は整っているが内容という論理的存在理由はないという「ノンセンス」（高橋1981p．1

4）、さらに「日常の論理をひっくりかえしたノンセンスじゃなくて、その論理を日常性

が夢想もしないほど馬鹿正直に受け入れてみせることによって、ノンセンスに変じてしま

う」（ユリイカ 対談p．102）7という形式は約束通り規範に則って、内容は非論理的であっ

たり非道徳的であったり意味をなさなかったりという、本音と建て前が逆転した状態を、

社会、道徳、規律、因習と個人との関係の逆転として、表裏一体でありうることの表現と

なったのだと思われる。

 それではこのような文化、伝統としてのマザーグースに代表される子供のための詩が子

供の教育上とのような意味をもちうるのかを考えてみる。先にも書いたように子供のため

の詩は「子供達をおもしろがらせ、ねむらせるように」という日常生活に彩りをそえたり、

生活時間の配分の工夫の産物であったことは想像に難くない。そのような詩の特性として、

耳に心地よい音、反復、リズムといった音声的特徴を備えていたことから、繰り返し聞か

されたり、また自身で繰り返し暗唱することで、英語という母国語の詩の特徴を音として

身につけることができる。また脚韻、頭韻といった押韻法、韻律や運といった詩の形式に

ついても同様である。加えて文化面からは「発想の原型」（平野p．184）といわれるよう

にイギリス国民の思想的、民族的特徴を無意識のうちに、学問や勉強といった形式をとら

ずにごく身近かな日常生活のなかで獲得、継続できるのである。これは逆にマザーグース

などの詩の側からいえば、谷川俊太郎が「国民全体の感受性全部にわたる普遍性を獲得」

（ユリイカp．111）しているといえる。これは高橋康也がビートルズに関していみじくも

看破して言っているように、「イギリスの文化構造を上から下まで縦に割っている」（ユ

リイカp．118）というのと同じであろう。即ち、一般民衆が大切に受け継いできた文化は、

どの階級にとっても価値がある、学校教育以外の民間伝承も立派な教育たりうるという考

えに結びつく。国民性としてイギリス国民に共通する文化である。これは同時に、詩の側

一31一



大阪女学院短期大学紀要第28号（1998）

からいえば、谷川俊太郎が「自分の個性でことばが選択できなくなる」（ユリイカp，114）

というところの、また高橋康也が「形式があって、そのなかで自由になる」（ユリイカp．

114）と言っているように、変化させることのできない定型として、詩の歴史に定着する

ということになる。この文化的特徴がさらには教育の範躊にも影響を及ぼしている。先に

述べた学校教育以外の民間伝承も立派な教育たりうるという考え方が、「官僚主義に対す

る抵効力が伝統的にとても強い」（ユリイカp．114）という高橋康也の意見に結び付くこ

ととなる。またもっと具体的な教育の場においても、論理展開、文章作法上の形式を重視

する作文を書くことが要求されるいっぽうで、荒唐無稽とみえるような内容の詩を楽しむ

こともまた当然どこととして要求されるという8、矛盾しているかにみえる二つの価値観

をひとりの人間が受け入れることを体験するのである。最後に、生涯にわたって保ち続け

る財産としての子供のための詩は、世代や時代といった時間性をこえたところですべての

人々を平等にすることができる。たくまずして個人というひとりの存在の平等性を知らせ

てくれる。これはまた考え方によっては、子供のための詩は、いつも同じ内容で同じ感興

をあたえてくれるものではあるが、各々の年代でしか味わえない内容を持っているという、

即ち生きていくことは絶えず経験し、蓄積し、また失ったものをも知る学びのプロセスで

あるということを知ることにもなるのである。

 肋ε0roω加8S〃㎜mrでは子供のための詩をほとんど知らずに大きくなってきた四人

の子供たちが、一夏を父方の大伯母がひとりで住んでいるアイルランドの片田舎の古い家

で過ごすうちに、いくつもの詩を学ぶことになる。四人の子供たちはこの一夏で自立、自

分のことは自分でするという社会生活の基本を大伯母から学ぶのであるが、この大伯母は

かなりの変人であることになっている。そしてその変人ぶりの表われのひとつが彼女の詩

への傾倒である。以下に子供たちの大伯母、Great－AuntDymphna、と詩が肋e Oroω加8

s砒mmerのなかでどのような役割をはたしているのかを物語にそって論じる。

皿．肋eGroω加gSαmmerに於ける詩の役割と位置付け

 子供達の大伯母Great－AuntDymphnaは、第二次世界大戦勃発まではフランスで小さ

な学校を経営していた（P26）が、対戦開始と同時に石炭輸送船で小さな鞄一つを持って

出国（p．36，p．10ユ）、イギリスに着いて直ちにアイルランドの南西部、コークの片田舎に

移り住むようになった（p．26）。大戦の爆撃で兄弟刈缶ed（子供達の祖父にあたる）とそ

の妻Li1yを失った彼女は、かつては壮麗な大邸宅であったがすっかり古びてさびれてし

まった家に普段は一人で住み（p127）、夏の間は孤児になった甥、即ち四人の子供達の父

親Johnを一緒に住まわせた（p．27）。日頃は没交渉であった大伯母Dymphnaは子供達

にとっては「伝説」（p，26）の人であり、「実在の人物というよりは本の中の登場人物の

よう」（p．26）であった。その大伯母の様子が少しずつ子供達にも分かってくるようにな

るのは、子供たちの母親が夫の看病にアジアのある国にでかけることになり、その間、子

供たちを彼等の大伯母に預けることとなり、母親が連絡をとろうとする。しかし彼女とは

電報でしか連絡がとれないことから電話のない生活をしていること（p．33）、電話をかけ
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たり買い物をするためには12マイルもはなれたBantryの町にでかけなければならないこ

と（p．41）が明らかになるにつれて大伯母の存在はますます奇妙で不可解なものとなって

くるのである。

 実際に会った大伯母は、子供達の想像通り、或いは想像をはるかに超えて、不思議で不

可解な人物であった。服装は、黒いケープをはためかせ、黒いワンピースに男性用のツイー

ドの帽子、ゴム長靴というもので、大きな黒い鷲（p．44）のように見えた。車の運転ぶり

は無謀で、道路で見かけるジプシー以外の人間は評価に値しないと眼中にないが犬や牛な

どの動物達にはその理性を評価しての注意をはらう（pp．45－46）。またカモメと話をする

ことができ、子供達の父親の容態もカモメから聞いている（p．46，p．83，p．127）という。

この風変わりな老女性の生活ぶりは、住んでいる家が大きく、外観は壮大だが（p．53）

中は挟が積もり、床にはあちこちに本が積み上げられているみすぼらしい古い家で、壊れ

かかったような家具がわずかにあるだけ（p．64）で、手入れが行き届いていないが故に庭

も草原のようであり（p．47）、潅木も茂るがままに放置してある（p．65）という家Reenmore

に象徴されている。電灯の代わりにローソクの灯火（p．49）、食料はキノコ（p，55）や魚

など自分自身でとったものしか食べず（pp．57－58）、肉は不健康な食べ物であるとして決

して食べず（p．58）、紅茶ですら毒だ（p．57）と考え、薬も自分自身で調達、調合（p．26）

しているように前近代的な生活習慣を頑迷に守って生きているのである。時刻を知る必要

はなく、時間を気にすることもない（p．152）。彼女にとっては現代的物質的な豊かさは何

の意味もないようである。

 そのような大伯母Dymphnaがこだわりをみせるのは、上記の食べ物、動物、古い家

に加えて、詩である。その日常の話しぶりにも、繰り返し、頭韻、倒置といった詩作上の

テクニックが頻繁に用いられる9のであるが、普段在宅することが少ない大伯母の子供た

ちとの接点として、子供向けの詩が活用されている。以下に大伯母と子供たちの出会い、

関係の展開上重要な場面における詩の用法を、物語にそって概観する。

A．大伯母Dymp㎞aの詩への思い入れと彼女の内面の紹介

 子供たちがReenmoreと呼ばれている大伯母の家に到着した翌日、子供たちが大伯母

のことを気がふれているのではないか、魔女、吸血鬼ではないかと考えて、まだ近づき難

く思っているときに、長女PeImyが家のなかを見て回っていて大伯母に出会う。このと

きPemyは挨っぽく、蜘蛛の巣がかかり、家具といってはぐらついた小さなテーブルと

がたがたした台所用の椅子しかないみすぼらしい部屋にいた。すると突然背後から大伯母

が詩を暗唱する声が聞こえる。

‘‘

s－wo old chairs and ha1f a cand1e

One oldjug without a hand1e，

These were a11his wor1d1y goods：

In the midd1e ofthe woods，
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Ofthe“nghy－Bonghy－Bo．” （p．63）

      （‘‘The Cou計ship of此nghy－Bonghy－Bo，’by Edward Lear）

 大伯母は自分の家の状況がこの詩に描写されている男性兄nghy－Bonghy－Boの家と同

じであると示唆しようとして上記の一連を暗唱したのである。此nghy－Bonghy－Boが二

脚の椅子とローソク半分、持ち手のとれた水差しひとつしかない森の中の家に住んでいる

と本文に繰り返し出てくるのである。

“0n the Coast ofCoromandel

Where the early pumphns bIow，

In the middle ofthe woods

Lived the Ybnghy－Bonghy－Bo．

Two o1d cha1rs and ha1f a candle＿

One o1djug without a hand1e，＿”（p．65）

がPennyは大伯母がその詩の一節でなにを言おうとしているのか見当もつかずにいる。そ

の様子を見て大伯母が、「子供の教育はどうなったのか。お前は文明の果てから来たのか

い」（p．63）と言うのである。ここには大伯母の教育観、子供は家庭で詩を身につけるべ

きである、が明らかである。さらにこの点は大伯母の言葉、 「ジョンや、ジョン。お前は

一体どうなってしまったんだい。お前の子供にこの詩も教えなかったのかい」（p．63）と

自分の甥であり子供たちの父親であるジョンを引き合いにだして嘆くところにも明らかで

ある。ここで大伯母が嘆いているのは、単に詩を教えていないという一点ではなく、詩の

ように家庭教育には欠かせないものを教えていないのなら、子供の教育が行き届いている

はずがない、という点にまでその非難はひろがっているのである。

 しかし大伯母は単に家庭教育が行き届いていない点にのみ言及したのではない。彼女は

自分自身の状況が怖nghy－Bonghy－Boと同じである、即ち古くてみすぼらしい家、豪華

な家具どころか真っ当に使える家具すらない家に住んでいること、またさらには此nghy－

Bonghy－Boの詩の後半は、彼が女性に受け入れてもらえず寂しい結末となるのであるが、

その部分にまで大伯母は言及しようとしていたのではないかと思われる。というのは大伯

母は第二次世界大戦によって、フランスでの学校経営という仕事を失い、兄弟とその妻も

失っている。大切に思っていたものを次々に失った彼女は此nghy－Bonghy－Boと同じく

孤独であり、人生に希望を抱けずにいるのではないだろうか。大伯母は自らの境遇を直接

語ることはせずに、此nghy－Bonghy－Boの状況に重ねて暗示することで子供達に心配を

かけることなく、また憐欄を与えられることもなく、自分自身の生き方を全うしようとす

る意志を自己確認しているようにもみえる。

B． 子供達の分別、都市型の生活からでてくる質問への答えとしての詩
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 子供達が大伯母の家Reenmoreに到着した翌晩、手伊達に対して身分を偽って同情を

ひき、Reenmoreに匿ってもらうことになったStephanの夕食の皿を片付けるために、夜

遅くなって台所に降りてきた長兄刈exが、ちょうど帰ってきた大伯母と会う。彼女は自

分で摘んできたキノコを料理し始める。刈exはキノコなど採って食べたことがないので

キノコに関する知識がなく、大伯母は毒キノコを食べようとしているのだと誤解して彼女

に笑われてしまうのである。その後川exは彼にとっての現実的かつ重要な質問をする。

それは、その日の昼間、近くの小さな食料品店セ破は買い物をしたのだが、食料を買い続

けるとすぐに手持ちのお金がなくなることを実感して、大伯母にツケで買い物はできない

のだろうかと訊ねる。その時キノコを妙めていた大伯母は次の詩をもって刈eXへの答え

とするのである。

“Down a1ong the rocky shore

   Some make theirhome－
They1ive on crispy pancakes

   Ofye11ow tide－bam；，’（p．83）（“Up the坦ry］M1omtain Down the R鵬hy G1en’’

                            byWi11iamA11inghumm）

 この詩は“TheFairie8’’のなかの一つである。アイルランドには妖精が住む（p．95）と子

供達に公言してはばからない大伯母にふさわしい引用である。彼女にとっての生活とは、

妖精も共に住んでいる世界で自然に即して生きることを意味している。食べられるキノコ

を見極めて、自然から分けてもらって、摘んで食するのが彼女の生き方なのである。その

大伯母が選んだこの詩は、前日、食事はどうすればいいのかと子供達が大伯母に訊ねたお

り、彼女が「魚は海に、テナガエビは湾に。・一・自分のことは自分で。出かけてくるか

らね。」（pp．57－58）といったことに関連しているのである。大自然のなかに妖精も動物

も、そして人間も住んでおり、その中で魚は海に、エビは湾に住んでいるのである。子供

達は自然の恵みを有り難く預けばいい、自分達にできる方法で、自分達に必要なだけの食

料を、手に入る種類、分量だけ捕ればいい、という自給自足を助言するための引用なので

ある。大伯母には食料となる魚・エビも、彼女の仲間である動物・昆虫も、そして妖精ま

でも人間と同じこの自然界に住んでおり、自然はすべてを受け入れ、与えてくれる存在で

あることを彼女は教えてくれていると思われる。

 刈exに対してと同様、長女のPemyの質問にも大伯母は詩で答えている。P6nnyは三

人の兄弟妹のために母親がわりとして食事の世話、部屋、ベッドの掃除整頓、入浴など毎

日の生活に細かく気を配っている。料理はそれまでの経験があまりないことから決して上

手ではないが、できる限りの努力は惜しんでいない。が、洗濯に関してはあまり気が進ま

ないでいた。というのは、水道の栓をひねると茶色い水がポタポタでるだけといった有り

様で洗濯すればかえって衣服やシーツが汚れるのではないかと思われたからであった。が、
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ある朝早くPennyは大伯母が雨水で洗濯したシーツを木に掛けて乾かそうとしているの

を見て（p．151）、乾いたあとにかけるであろうアイロンはどこにしまってあるのか（p．152）

と訊ねる。その時大伯母は、「シーツには太陽と風さえあればいい」（p．152）と言って次

の詩を引用する。

Go1d is㎞r the mistress＿silver forthe maid！

CopPer此rthe cra乱sman cunnmg ath1s trade

“Good！”said the Baron，sitting in his ha11，

But Iron＿Co1d Iron＿is master dfthem a11．（p．153）

                       （”Co1d1mn”by Rudyard KipImgク）

 これはアイロン（irOn）のことを歌ったのではなく、金属の鉄（irOn）のことを歌った

詩である。大伯母はPennyに「お前は心配しすぎ乱いつも心配そうな撃めっ面をして

いるか、時計を見て時間を気にしている」（p．ユ52）と言うように、Pennyが現代文明の

価値観、論理、分別にふりまわされていることを快く思っていないのである。これはPenny

への非難というよりはむしろ自然に身を委ねて生きる喜び、幸せを知らないことを憐れに

思っているが故であると思われる。大伯母は先の言葉に続けて、 「アイルランドでは時間

など問題にしない。時間など知りたいとも思わない。道理にかなっているだろう。時間な

ど気にする必要はないのだから」（p．153）と言う。これを知らせるために大伯母はあえて

掛詞、アイロン（iron）と鉄（imn）の意味をずらしてPennyの分別を椰楡し、論理を

混乱させるのである。しかしながらPennyの分別はそれくらいのことでは容易になくな

らないのである。Pennyは「ロンドンでは時間が物事を決定するし、それに慣れている

から急には時間を無視できない」（p．153）と反駁する。

 言葉ではPennyを納得させられないと分かった大伯母は、今度は行動にで糺 「お前

に時間をあげよう」（p．154）と言って、大伯母はPemyの手をとって走る。時間よりも

早く走って一分を稼ごうというのである。これはマザーグース的ノンセンスそのものとい

える。時間は一秒一分きまった速度で過ぎる。それなら時間よりも早く行動すれば時間に

先んじることができる。ありえないことが論理のうえでだけは成立する、その論理を採用

してみようというのである。しかも皮肉なことに、ここで大伯母が用いている論理は

Pennyが支持している現代文明、分別がその拠り所としているものなのであ糺

 残念ながら上記のいずれをもってしてもPennyを説得することができないのである。

Pennyは「なんて馬鹿げた人なんだろう。… もっと真っ当な人ならいいのに。たっ

た一人の伯母さんがこんなに変な人だなんて」（p．153）と嘆くのである。Pennyにはま

だ大伯母の価値観が理解できず、当然彼女の言葉も行動の意味も理解できないままであ乱

これは一つには世代の違い、またロンドンという都会とアイルランドの片田舎という地理

的、生活習慣的距離、またこれまで全く没交渉で過ごしてきたという物理的時間的隔たり

の結果であるといえる。がもう一つはPennyが学校の勉強はしてきていても、Edward
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LearもRudyardKip1ingもWi11iam川1inghamも、さらには恐らくマザーグースの詩も

多くは知らないであろうという事実、即ちイギリスの国民性に根ざすと同時にその国民性

を作りだし続ける伝統文化を身につけていないということがその理由の大半を占めると推

察できる。言葉自体の、字義通りの意味は理解できてもその言葉の背景、暗示するもの、

味わいといった領域の理解は、日常家庭生活のなかで、生活の雰囲気とでもいうべき文化

の根幹を支える知識、伝統の共有、継承、また創造によって可能となるもののようである。

C．言葉、英語の言語感覚の教育としての詩

 子供達がReenmoreに来て三日目の雨が降った日、Pemyの努力でありったけの鍋で

湯を沸かしてNaomiが入浴する。Robinが入浴している間、Naomiが階下の台所でひと

り待っている時に大伯母が突然現れる（p．93）。大伯母は雨の日にはじっとしていては駄

目だ、と言って、秘密を見せようとNaomiを誘う（p．94）。Naomiは大伯母を魔女、吸

血鬼ではないかと思って恐れているので、魔女なら雨など気にもならないはずだと思って、

思わずそう言ってしまう。が大伯母はNaomiの気持ちなどは頓着しない様子で、どうし

てそう思うのかとNaomiに問い返す。そこでNaomiは魔女だからとも言えず、伯母さ

んは雨靴をはいているからと答える（p．94）。そこで大伯母が次の詩を暗唱する。

Great－Aunt Dymphna went to Gloucest飢．

A11 in a shower ofrain．

He trod in a puddle，

Right up to his middle，

And never went there again．（p．94）

 これは“DoctorFosterwenttoG1ouceste耳’’というマザーグースの詩をもじったのであ

る。大伯母がこの詩を引用したのはNaomiが雨靴といったことから、上の詩の「雨降り」

が連想され、それが雨靴をはいた自分と重なった故であると考えられる。雨降りといえば

当然想起される詩という伝統的言語文化の知識である“Doc伽rFos帖rwent㎞G1ouces伽r’’

なのである。Naomiはこの詩を知っており、大伯母の設定した言語文化の基準に達して

いることを証明する（p．94）。Naomiはこの一次審査にパスしたのみならず、大伯母をさ

らに喜ばせもする。それは大伯母が自分の名前を詩に入れ込むことで、上の詩が押韻の規

則から逸脱していることをNaomiが指摘したからである（p，94）。即ち“Foster”と‘‘Glouces－

ter’’の二語が、さらには“Doctor”も含んで、脚韻をふんで原詩は構成されているのに大伯

母の名前“D〕㎜phna’’と入れ替えることで“G1oucester’’と脚韻をふまなくなり、詩として

の形式を崩すことになってしまったことを指摘するのである。加えて、脚韻で詩形を整え

るためには‘‘G1ou㏄ster’’という地名を他の地名にする必要があるとNaomiは大伯母に助

言する（p．94）。Naomiのこの指摘、助言はいたく大伯母を喜ばせ、その喜び故に大伯母

はスキップまでする（p．94）。このように彼女は心身が呼応し、純粋・無垢な心根の表現
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は古代人のように率直である。’l Naomiの詩への理解を知った喜びをスキップして表現す

る大伯母は、詩への傾倒、純粋な愛着を文字どおり身体で現わしている。そしてこの喜び

には彼女にとって大切な詩を理解するNaomiへの好意も見られる。

 大伯母は続いて“Great－AuntDymphmwenttoG1oucester’’の部分に異なる地名をいれ

て、このもじった詩の脚韻を整えようとNaomiと言葉のゲームを始める。先にいい地名

を思いついたほうには賞品を与えよう（p．95）ともちかける。これは当初、大伯母が目論

で意図したようなNaomiを試そうとしての審査、試験としてではなく、マザーグースの

詩を身に付けており、詩の形式というものを理解しているNaomiを仲間として認めたう

えでの楽しみとしてのゲームであろうと思われる。Naomiのほうも、それまでは魔女、吸

血鬼ではないかと疑って恐れていた大伯母の手を思わずとって、「座りましょうよ。走っ

ていたのでは考えられないから」（p．95）とゲームに乗り気であるところをみせる。詩が

大伯母、Naomiの双方からの歩み寄り、親近感の深まりをもたらしているのである。共

通の知識、話題、興味がそれまでは全く理解しようもないと思われた二人を近づけたので

ある。そしてこの脚韻ゲームは大伯母が先に言う“Bo1ogna’’という地名で彼女の勝ちとな

るのである（p．95）。詩のおかげで大伯母への恐れを忘れたNaomiは、それまでは口をき

くのも、まして反対意見を言うのもはばかられていたというのに、この時は「前から分かっ

ていたのね。ズルをしたのね」（p．95）と大伯母にくってかかる。ここでのNaomiはそれ

までの臆病者ではなくなっている。詩が二人に理解をもたらしたと同時にNaomiには恐

れを克服させもしたのである。

 他にも詩が言語感覚の教育として役に立ち、かつ大伯母と子供達の間の距離を縮めた例

がある。ある日子供達が昼食を食べ終わったところに大伯母がやってきて、「セールに行

こう」（p．1076）と言う。Pemyはこれを聞いて「船に乗る」ことだと思うのであるが、

そして海が荒れているであろ一う天気に船に乗るなんてと言う気持ちを表す（p，106）。この

誤解に対して大伯母は次の詩をもって答える。

And everone sa1d，who saw them go，

0won’舳eybesoonupset，you㎞ow！（p．107）（“TheJumblies”byEdwardLear）

これはEdwardLearの“TheJumb11es’’という詩で、さるの船で海にこぎだすというもの

で、上の一節にもあるように、それではすぐに沈没してしまうと誰しもが思うものである。

この詩を引用した後、大伯母はPennyに「船に乗る」セール（sai1）ではなく、「売り出

し」のセール（s阯e）であると説明する。これはPen町の心配性、大伯母はこれを「いつ

も眉間に鮫をよせている」と言うのであるが、からセールがすぐに危険な海、船と結びつ

いてしまったことへの椰楡でもある。ここに大伯母の教育的意図、言葉は多義性を有して

いる、即ち自分の関心事のみからの思い込みで言葉の意味を決めつけてはいけないという

意図をみることができる。
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 この後、四人の子供達と大伯母は納屋で開催されているセールに出かけるのであるが、

会場に向かう車の中で大伯母は詩のしりとりゲームをしよう（p．ユ12）と提案する。それ

は詩の一行の最後の単語の初めの文字で、次の詩を始めていくものである（p．112）。これ

には先ず多くの詩に関する知識が必要であり、ついで単語の綴りを知っている必要がある。

考えようによっては退屈な勉強ともとれる行為でもあるのだが、目的地につくまでの退屈

しのぎとして大伯母は効果的に導入している。このゲームは具体的には次のようなもので

ある。

Up and down the City Road，

InandouttheEag1e （p112）（W R Marda1e12）

（この詩の場合、大伯母は”e’’から始まる詩をみつけるのは難しいからとRobinに助け船

を出して“g’’から始まる詩を暗唱させる。（p・1ユ3））

Gmw o1d along with me．（p．113）（Rob帥Bエ。wning）13

Ma㎎，Mary，quite contraη．（p．113）（Mother Goose）

Comeuntotheseyellow sand目（p113）（W1111amShakespeare）

Sing a目。ng ofsixpence．（p．u3）（Mother Goose）

Singme a songofaladthat is gone．（p．113）（Mother Goose）

Gooseygooseygand叫Whither sha11I wander？（p．113）（Mother Goose）

 それぞれが自分の詩の知識をふりしぼってしりとりを続けるのであるが、その詩の種類

は多岐にわたり、かつ詩行は必ずしも第一行ではなく、ひとつの詩全体を十分に知ってい

なければ引用できないものである。大伯母はゲームの形で子供達に詩を身近かに感じさせ、

かつゲームで自分達の詩の知識を確認し、またでてきた詩を覚えさせているのである。大

伯母が子供達に与えている詩にかんする知識は単に詩句の数だけではない。Naomiが

“I wi11make youbrooches and toys此ryour de1ight”（“RomaIice1．by Robe廿Louis Steve㎎on）

という一節を暗唱したとき、詩句を知っているという優越感からいかにも暗唱用という不

自然に誇張した口調で始めたところ（p．1ユ4）、「そんな調子で暗唱するもではない。カモ

メよ、カモメよ、彼女の目をつつきだしておくれ」（p．114）とNaomiの臆病につけこん

だような脅かし方をする。ここには詩を大切にする大伯母の姿勢がみられる。それは、詩

は知識としてその形式を知っているだけ、文字として記憶しているだけでは不十分であり、

その本質は声にだして音声的美をも味わうものであるというものである。しかもその暗唱
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は詩が有している意味、本質をひきだすためのものであって、暗唱者を自己満足的にひき

たたせるためであってはならないのである。ここにも大伯母の詩へのこだわりと愛着があ

らわれている。

D．その他 日常生活の出来事と関連しての詩への言及

 大伯母はその詩への造詣、愛着から、日常生活の些細な出来事に関連して屡々詩を引用

する。それは殊更に教育を意識してではなく、彼女自身の生き方そのものの表現である。

例えば、RobinがPennyのつくる食事に不平をいって、アイルランドに来てからPudding

を一度も食べていないというと、それを聞きつけた大伯母は間髪をいれず、“Geor虫e

Porg1e，puddmgandp1e”（pユ07）とマザーグースを引用する。またNaom1が遊び道具が

ないのでなにか買ってほしいというと、‘‘Higg1e城pigg1e城pop！／Thedoghasea俺nthe

mop：／The pig，s in a hurW，ノThe cat’s in a nurry，ノHigg1e軌pigg1e城pop！”（p．ユ07）と

引用して、Naomiの要求が常軌を逸していると言わんばかりに彼女の願いを却下するの

である。

 大伯母は他にも自らの行動の説明として詩を引用する。例えば、庭の手入れをしてハー

ブを植えることになった時、Pennyが「庭の整備が完了したらなにを植えるの」（p・146）

と訊ねると、大伯母はRudyardKip1ing以下の詩を引用する。

Excellent herbs had our fathers ofold

  Exce11e】＝it herbs to ease their pain

刈exanders and Marigold，

  Eyebhght，01Tis，and Elecampane，

Basi1，Rocket，Va1erian，Rue

  （A1most singingthemselves theymn）

Ve岬ain，Dittany Ca11－me－to－you

  Cows1ips，1Mle1itot，Rose ofthe Sun．

An煎hmg餌een that距ew out ofthe mou1d

  Was anexce11entherbto ourfathers ofo1d（p146）（byRudyardKiplmg）

しかもそれを植える時期については‘‘Thech11出hat1sbomontheSabbathday1sbonny

andblitheandgoodandgay”（p．146）と言って日曜日に苗床をつくるのである。

 ほかにも月夜の晩に船でエビ捕りに行くときも、EdwardLearの“TheOwlan“he

P皿ssy Cat”から“The Ow1andthe Pussy・cat went to seaノ．．．With a ring㎝the end of

h1s nose，H1s nose／ They damed by the11ght ofthe moon，The moon，／They danced

bythe1ightofthemoon．’’（p，158）と引用して船にゆられて海にてるのである。また漂

着した島で刈exに薪を集めさせる前に、“Theyhaven’tgotnonoses，．．．”（p．170）という

Cheste舳。nの詩を引用して自分の鼻を使って、乾いた海草のにおいをかぎつけておいで
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（p．170）と言う。他にも夜中に月がきれいだと、“themoononmy1e乱andtheda㎜on

myrigh武、／Mybmthe4goodmoming：mysistergoodnight．”というHi1arieBe11ocの詩

を引用する。以上のように大伯母Dymphnaにとって詩は生活、人生そのもの14となって

いるのである。

lV

 以上、肋eGroω加g8〃mmrにおける詩の役割、位置付けを物語の展開との関連から

考えてみた。この物語はその設定が現実に対する非現実、近代科学に対する前近代的民間

知識、便利さ、都会に対する不便もしくは田舎、自然、子供達に対する年輩者、現代的学

校教育に対する旧来の家庭教育といった対比、対立に基盤をおいている。この対比からア

イルランドの大伯母、また彼女の住む家は現実離れした「魔女」、「妖精」の住む家、時

間が問題にならない世界として子供達にとっての常識の前に立ちはだかる。そして言語も

論理、理性の支配する散文ではなく、荒唐無稽であったり、意味を否定するかのような詩、

韻文が支配するのである。詩は当初、子供達と大伯母との違いを強調し、理解を妨げるも

のであった。しかしReenmoreという不可思議な世界、不可解な詩を駆使する大伯母に

親近感を抱かせる契機をもたらすのもまた詩であった。ここに詩という言語芸術の特性が

あるといえる。日常の生活のなかでは一見無用にみえる詩が、日常生活を送る人々の本質

を捉えているという点である。それ故にこの本質を共有している人間は、詩という言語芸

術に心ひかれ、またその美を享受することができ、共感する詩を通して互いに理解するこ

とができるということをこの物語のなかの大伯母、子供達が示し、また物語のなかでの詩

が物語という制約をこえて読者の心に直接語りかけてくるのである。mεGmω加8

8α㎜mrは登場人物のみならず、その詩をもって読者をも豊かにしてくれる佳作である

といえる。

注

1．斉藤勇 「イギリス文学史」 1981研究社 東京

2．平野敬一「マザーグースの唄」1972 中公新書 東京

3．原田清人、原晶「児童文学概論」1971建需杜 東京

4．藤野紀男  「マザーグース案内」1987大修館 東京

5．丁児ε0z加rd Boo冶。戸0〃〃r2πもWr舵   London

6．高橋康也 「ノンセンス大全」 1981晶文杜 東京

7．ユリイカ 対談 「ノンセンスの復権」 東京

8．ユリイカ 対談 「ノンセンスの復権」 p，117東京

91大伯母の話しぶりの特徴の例を以下にあげる。

    繰り返し：Clut加r，clu脆r！（p．44）

    Get out．Get out． （p．47）

    Help you帽e1ves，chi1dren，help you■se1ve昌． （p．58）

    Splendid！Splendid！ （p164）
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Come along．Come a1ong．（P．65）

Come along，chi1d．Come a1ong、（P．94）

Vrhy，child？Vrhy？ （p．94）

Tme．Tme．（P．94）

Goodl Good （p．94）

Come in．Come in．（P．95）

Quiet，chi1d，Quiet （P．95）

Find it，aear boy，find it． （p．1ユ8）

Splendid！Sp1endid！ （p．131）

Huny！Huny！Huny！（p．ユ44）

Come along．Come a1ong，we are goingto昌ea．（p．155）

I haven’t，dear boy，I haven’t． （p．155）

1b sea1Tb sea！Ahoy！Ahoy，o伍to sea we go．（p．156）

Yes，deaエboy，yes． （p．156）

Bravo，dear boy！Bravo！ （p、ユ79）

Splendid，dears！Sp1endid！ （p．194）

Quick！Quick！ （P．203）

頭韻1T㎜sandt㎜tmms， （p43）

     Bo1偽and barsl（p．81）

     Jigs and japers！ （P．93）

     What a wibbley－wobb1ey1ot you are．（p．1ユ7）

     Thechi1dthatisbom㎝theSabbathdayisb㎝nyaneblithe㎜dgoodandgay．

     FripPe㎞esandfamies！（P．205）

（P．146）

倒置： Wonde㎡吐1a11冊esemodeminventions．（p．83）

S00ifyOu go to bed． （p．84）

Tb sea！Tb sea！Ahoy！AhoX o任to sea we go．（p．156）

So sho阯d I So shou1d I （p172）

10．

11．

呼びかけ：We aregoingtoReenmore，de肌 （p．45）

     Help yourselves，ohildren，help yourse1ves． （p．58）

     Are you a savage，child？ （p．63）

     That’s a fa11臣。y，child． （p．66）

     How㎞nd ofyou，dear boy （p．83）

     Goodness，ch・ldl（P93）

     Come a1ong，child．Come along．（p．94）

     Vアhy，child？“rhy？ （p．94）

     Quiet，ohi1d，Q1ユiet （p．95）

     Now don’t stand about，child．（p．97）

     Find it，dear boy；五nd it． （p．1ユ8）

     I haven，t，dear boy，I haven’t． （p．155）

     Yes，dea・boWe・．（P．156）

Wi11iam州1ingham  本文では刈1in帥。nとされている。

肋eGmω加88〃mm餅p．17ユでは夜中に漂着した島で海にはまったRobinの体を温めるために
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稲田：Noe1Streat丘eld著丁κeGroω加88〃mmrにみる詩の果たす役割

  大伯母は踊ろうという。重ね着をする衣服がないからというだけではなく、月が出て美しい夏

  の夜にはもっと何度も漁にてたいものだ（p．171）という言葉からもうかがえるように、彼女は

  自然と呼応してその心が昂揚して踊りだしたい思いを強くしているとも思われる。この夜、彼

  女は焚き火にくべるものを集めに行くにも、また戻ってくるのも弾んだスキップをするのであ

  る。自然に感応する大伯母は、しかし同時に人の心も深く理解することができることを随所で

  明らかにしている。ただ彼女にとっては他者に対する過剰な配慮や優しさ、親切は人聞がつく

  りだし、互いに与えあうことに意味をみているだけで、自然のレベルでは何の意味も持たない

  が故に彼女も表現しないのである。大伯母には人間よりも自然のほうが近しい存在であるよう

  である。

12．W．R．Mardale，NonsenseVerse，p．104

13．“Rabbi bell Bzra1，by Robert Bmwning

14．“MotherGoose’1をはじめとして本書に引用される詩は断片的にではあるが28にものぼり、その著

  者は分かるだけでもWi11iamShakesp鮒e，LordAIfredT㎝nys㎝，Robe血Bmwning，ElizabethBmett

  Bmwni㎎，Edwa正dL鮒，LewisCarroll，Rudy趾d Kip1i㎎，RobertLouis Stev㎝s㎝，Wi11i3mAlli㎎hum，W．

  R．M町ωe，HilaireBell㏄，Cec岬r㎝cis Alex㎜derと多彩である。
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